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平均点

1 研究計画の進捗度 3.3

[評価所見]

　本研究は、山梨県の自然、文化、歴史などを集約し産業界にメッセージとして
伝える取組となっており、計画どおり研究が進捗している。

　地場産品の製品開発に向けた文理融合のユニークな研究手法からのアプローチ
である。今後は、当初の計画通り、具体的な製品開発に向けた試作などに注力す
べきである。

　デザインソースのアーカイブ化は、十分な積み重ねで進められている。活用さ
れる人を意識したインターフェイスの開発が必要。また、データは知財であるの
で課金などの検討も必要と思われる。

　「山梨らしさ」の人文科学面からの研究は、近代までの経済面、歴史も加味し
た調査・分析も行った方が良い。

　感性工学的アプローチは、統計的に結果を導き出すことが重要。

様式８　　　　　　　　　中間評価報告書

令和４年10月3日（月）

総理研課題

山梨県固有のデザインソースの集積と「山梨らしさ」を付加価値と
した製品等の開発に関する研究

　令和３年度　～　令和５年度

評価項目


